
      

エマスンの辞-エッセイの巻頭辞について-

Emerson'sPoems:Mottoesto甲isOwnEssays

小 田 敦 子

(AtsukoOda)

RalphWaldoEmerson(1803･82)は TheConductolLL'le(1860)までのエ

ッセイの殆どすべてにおいて､自作の詩をモットー(巻頭の題辞)として使

った｡Essays,FJ'rstSeLjes(1841)では自作の題辞は 3'編("History"に 2

編､"Self･Reliance"に 1編)であったが､Essays,SecondSetjes(1844)で

は引用が "Manners"の BenJonsonのみになった｡ 1846年にエマスンは

初めての詩集 PoeLZZSを出版､1847年の Fl'rstSeLjesの改訂版では､『コー

ラン』の引用 を付 された"Love''以外 は､"Self･Reliance"の Beaumont

･Fletcherをは じめ､ "Heroism"のマホメ ッ トと `̀TheOver･Soul"の

HenryMoreのように引用を残 したェッセイも含めてすべてに､自作の詩

を題辞としてつけた.この変更はエマスンの代表作 Natureにも及ぶ01836

年版では､｢自然は知恵の似姿または模倣､魂が最後に取る形にすぎない｡

自然はただ行為するだけで､知ることはないもの｣ というネオ ･プラ トニ

ス ト､プロテ ィノスの句が引かれていたのに対 し､1849年に Nature,

Addresses,andLectuz･esとい う形で出版されたときには､以下のよ うな

自作の詩に変えられた｡1

Asubtlechainofcountlessrings

Thenextuntothefarthestbrings;
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A subtle chain of countless rings

The next unto the farthest brings;
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TheeyereadsOmensWhenitgoes,

Andspeak畠alllanguagestherose;

And,strivingtobeman,theworm

MountsthroughalltheSplre80ffbrm.

このモ ッ トーさす､これか ら Natuz･Cを読 もうとい う読者には､特に現代の

読者に とっては､グロテスクで意味不明の子供 じみた謎かけ､悪い冗談の

ような題辞 としか思えないだろう｡ しか し､エマスンの同時代人には意味

のある､Natuteの本質をよく語 る題辞であった可能性はある. この題辞

は､DavidRobinsonがェマスンの生涯の転換点になった と指摘 した 1833

年のパ リ植物園の大標本室での体験を直接伝 えるものであ り､7月 13日の

日記の以下のよ うな記述を要約 している｡

TheUniverseisamoreamazingpuzzlethaneveraSyouglancealong

thisbewilderingSeriesofanimatedfbrm8‥.&theupheavingprinciple

oflifeeverywhereincipientintheveryrockaplngOrganizedforms.
●

Notaform sogrotesque,SOSaVage,norSObeautifulbutiSan

expressionofsomepropertyinherentinmantheobserver-anoccult

relationbetweentheveryscorp10nSandman.Ifeelthecentipedein

me-cayman,carp,eagle,&fox.IammovedbyStrangeSympathies,I

saycontinually"Ⅰwillbeanaturalist."(JMN,ⅠⅤ:199･200)2

偶虫類 と人間 との ｢神秘的な関係｣ と呼ばれるこのような感覚は､脳科学

の知見に慣れた現代人にも親 しいものであるが､19世紀における ｢博物学

者｣の意味には､より精神的な価値が含まれていた とい う｡博物学者 とは､

エマスンの場合のように､霊的な真実は､奇跡や超 自然的な啓示か らでは
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The eye reads omens when it goes,

And speaks all languages the rose;

And, striving to be man, the worm

Mounts through all the spires of form.

:. (J).:c 'Y t- - 'j:, :. it lP ~ Nature ~ ~ t ? ~ l;\ ? ~~ ~~ 'j:, ~ ~~ ~1~ 0)
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J: ? t~ M11$ ~ 1." tp l~, ;:t t~ l; \ t~ 0 ? 0 L b\ L, ;r. 7 A /' (J) 1m~ 1~ A ~~ 'j:~~
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The Universe is a more amazing puzzle than ever as you glance along

this bewildering series of animated forms ... & the upheaving principle

of life everywhere incipient in the very rock aping organized forms.

Not a form so grotesque, so savage, nor so beautiful but is an

expression of some property inherent in man the observer-an occult

relation between the very scorpions and man. 1 feel the centipede in

me-cayman, carp, eagle, & fox. 1 am moved by strange sympathies, 1

say continually "I will be a naturalist." (JM~IV:199·200)2

R~~~AOO~(J) r~~~~~~J ~~~h~:'(J)J:?~~ft~,~ft$

0) ~ ~ ,~ 1:1 tL t:. m{~ A ,~ t. L l; \ t (J) ~ dJ ~ tJ~ '\ 19 tit *2 ,~ to ~t Q rtf~~

~ J (J) ~ JJ* ~~ 'j:, J: lj nr fltt l¥J tt fiffi 1m: tJ~ -a- '* tL -c l; \ t:. ~ l; \ ? 0 it~~~ c 'j:,

;r. 7 A /' <J)m~ (J) J: ? ~;:, BI¥J tt 1{~ 'j:, ~~~~ 13 ~ t¥J tt.~~ iJ ~ C? -c: 'j:
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なく､自然に由来するということ､宇宙の秩序から個人や文化の倫理の進

化まですべてのことが､大雑把に解釈されていた自然を精密に研究するこ

とで発見できるとい うことを信 じる人とい う意味でもあった｡3エマスン

が講演者 としてはじめて行った講演は､このヨーロッパ旅行から帰国後す

ぐにボス トン博物学研究会の依頼を受けて行ったもので､演題は "The

UsesofNaturalHistory"であった.4 パ リ植物園での体験が講演か ら

Nature-と発展 していった.

Natuz･eの初版にエマスンが選んだプロティノスの句は､自然を利用す

ることで人間の精神の働きを知ることができると考えるエマスンに とっ

て妥当な選択であった｡それを自作の詩に変えたとき､Natureを読み､

"TheMethodofNature"(1841)の講演を聞き､とエマスンの思想を忠実に

追っている同時代人には､エマスンの題辞は本論の象徴としての機能を果

たしていたと想像できる｡しかし多くの読者には抽象的な命題であるプロ

ティノスの引用の方が､過剰な自然の営みが描写されるばか りのエマスン

の題辞よりも本論の理解を助けただろう｡ エマスンの題辞とはいったい何

なのか､何を目指 しているのかを以下に考えてみたい｡

*
モットーやエピグラフは､本来､過去の権威あるテクス トから引用 され

るものであり､その短い一節のなかに含意まではともかく先ずは意味を見

出すことのできるものであるべきで､エマスンの自作の辞を用い､その上､

時には2ページにわたる長い詩を巻頭に置くとい うや り方は明らかな型破

りである｡エマスンの辞を取 り上げる数少ない論者の一人､Saundra

Morrisは､エマネンが意図的に文学の型に反対 し､題辞の-つ らうよ うな､

自作から読者をそ らすような傾向に抵抗 していることを､以下のよ うな引

用に関するエマスンの意見を引きながら､指摘 している. 6
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Quotationconfessesinferiority.Inopeninganew bookweoften

discover,fromtheunguardeddevotionwithwhichthewritergiveshis

mottoortext,allwehavetoexpectfromhim.IfLordBaconappears

alreadyinthepreface,Igoandreadthe"Instauration''insteadofthe

newbook. (W8:188)

Ihatequotation.Tellmewhatyouknow. (May1949;JMNII:110)

｢同族の相似た魂｣という問題はまた別にして､先人の権威､ヨーロッパ

の権威にすがることは､"TheAmericanScholar"(1837)､"Self･Reliance"

をはじめ､多くのエッセイ､講演のなかで､エマスンがアメリカの未熟さ

の現れとして否定してきたことだ｡自己信頼という観点から､他者の権威

に頼 る 引 用 に抵 抗 す る とい うの は一 つ の 理 由 に な るだ ろ う｡

"Self･Reliance''の中でも､自分の考えを言えずにいると､それを他人から

聞くことになり自分を恥 じることになると言っている｡

しかし､それと同じ段落でエマスンは､｢相似た魂｣ という問題 にも関

わるのだが､他人の意見がもつ権威の魅力にも言及している｡

Ineveryworkofgeniuswerecognizeourownrejectedthoughts:they

comebacktohswithacertainalienatedmajesty.(121)

｢天才｣の作品によって､自分の考えを立派なものとして見出すとい うこと

には､思いが通じる､共有されることが人にもたらす喜びという魅力があ

るだろう｡エマスンは"QuotationandOriginality''(1868)の中で､天才が

持つ独 自性について､"Originalpowerisusuallyaccompaniedwith

assimilatingpower,''(325)と逆税的な言い方をする｡最初によい文 を発 し
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Quotation confesses inferiority. In opening a new book we often

discover, from the unguarded devotion with which the writer gives his

motto or text, all we have to expect from him. If Lord Bacon appears

already in the preface, I go and read the "Instauration" instead of the

new book. (W8:188)

I hate quotation. Tell me what you know. (May 1949; JMNII: 110)
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In every work of genius we recognize our own rejected thoughts: they

come back to us with a certain alienated majesty. (121)
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た人の次に､それを最初に引用する人が出る｡ ｢天才は､高貴に借用す る｡｣

そ して､高貴な真実であればあるほど､それは個人の宝ではなく､人類の

宝になるので､著者が誰かは問題でなくなると､エアスンは考える｡古代

神話の詩はそ うして人々の ｢言語｣になった｡エマスンの無署名の詩 は､

そのような古代神話的な民族共通の宝 とい う権威を追及 しているのでは

ないだろうか｡

エマスンの題辞はエ ッセイの読者に殆 ど読まれていないとい う点では

題辞 として機能 していないかもしれないが､読者は巻頭に置かれた長詩に

気づかないわけにはいかない｡Morrisはそれをエッセイの入 口に置かれた

スフィンクスの謎のようなものだと言 う｡ エマスンの題辞は人間の魂の秘

密に関わる謎を提示する神託的なものであり､その意味では､聖典に類す

る性質を持ち､後に続 くエッセイは ｢最初の詩的な 『聖句』の複雑化であ

り､応用であり､『聖書釈義』である｣(240)とい うMorrisの捉え方を拙論

も大枠 として支持する｡ HaroldBloom はエマスンはアメリカの宗教をキ

リス ト教から "self･reliance"に変えたと極論 したが､6 確かに､エマスン

自身がェッセイの題辞の権威に託 したものは､新 しい国､新 しい時代の聖

典であり､アメリカの天才が発する､神の言葉に変わって人々を ｢同化す

る力｣のある言葉の模索であったように思われる｡ 前述のように､科学に

関する講演を始めたェマスンは科学者の考え方や現代における科学の意

味に大いに興味を持ち､1793年にThomasPaineが､｢科学は真の神学で

ある｣と言ったことや､ベーコンの ｢人間は自然の説教者であり解釈者で

ある｣という言葉について考えていたことも､7新 しい時代の聖典 を書く

こと､或いは最初に引用すること-のエマスンの意欲を語るものだ｡エマ

スンの題辞には現代の聖典を書くのだとい う意図が潜んでいる｡

*
エマス ンの題 辞 の うち比較 的言及 され るの は前 出の NatuL･eや
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`̀Experience"など限られたものであり､最近 "IlluSion''がよく詩選集に取

り上げられるようになったとい うが､8題辞とい う問題 とは別に､エマス

ンの詩 とい うものが､まず､取 り上げられることが少ない｡ しかし､エマ

スン自身にとっては､詩は非常に大きな意味を持つ｡彼は生涯に亘って詩

を書き続けた｡ThePoetryNoteboobsolRalphWaldoEmersoDの編者 は､

エマスンの詩が研究対象になってこなかった主な理由として､同じ詩にエ

マスンが手を入れ続けた結果､決定稿が無いことをあげている｡ 9 エマス

ンは 1835年に婚約者に宛てた手紙で "Iam bornapoet,ofalowclass

withoutdoubtyetapoet.ThatismynatureandvocatiorL."と自身を定義

しているが､10 その 30年近く後､1862年の日記にも同様の認識を"Ⅰama

bardleastofbards.''で始まる一節に書き留めている｡ 11詩人を"bard''と

も呼んでいることが示すように､エマスンは洗練されたイギリスの詩人よ

りも､｢言葉がもの｣ である原始的な自然の言葉で ｢広大なもの､理想的

なもの｣ を歌った古代ケル トの詩人に詩人の本性 と職業の理想と原型を見

ていた｡12 これは博物学者になるとい う決意と同じ関心である｡ ケル トの

吟遊詩人 Merlinを表題にした詩をエマスンは 3編発表 したが､その うち

の一つ､ `̀Merli皿Ⅰ''は自然という本を読み解 く詩人の役割を力強 く擁護

する｡古代詩人の仮面をつけたエマスンが､詩の主題 と形式について理想

の形を請 うのだが､まず､主題については以下のように定義する｡

Thekinglybard

MustSmitethechordsrudelyandbard,

Aswithhammerorwithmace;

Thattheymayrenderback

Artfulthunder,whichconveys

Secretsofthesolartrack,
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The kingly bard

Must smite the chords rudely and hard,

As with hammer or with mace;

That they may render back

Artful thunder, which conveys

Secrets of the solar track,
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Sparksofthesupersolarblaze.

Merlin'sblowsarestrokesoffate,
∫

ChimingwiththefofeSttone

Whenboughsbuffetboughsinthewood,I(ll.9･18)13

宮廷詩人と対照的に､自らの手で自然を相手に働き､自然の力､運命の力

を良くも悪 くも受け､しかしそれに人間の力を加えて押 し返す､それが詩

人の表現だとい う｡ 木と共に暮し､木を切 り●倒 し生活 し､町を創っていく

とい う古代世界のイメジは､西部開拓が続 く 19世紀アメリカにとって遠

い世界の話ではない｡また､ウォールデンの森の大枝が風に揺す られ轟音

をたてる情景は､日々エマスンを魅するものであったO彼は "Woodhotes"

とい う題でも2編の詩を発表 している｡ ニューイングラン ドの松の鳴る音

に､エマスンは先住民の時代からの土地の声､土地の霊 (genJ'us loc)')

の声を聞き､古代吟遊詩人のようにアメリカで最初の詩人 としてその土地

の神話を表現 しようとした｡ 14

最初にあげた NatuL･eの題辞にもあった"omen"とい う言葉が暗示する

ように､彼にとって､詩人は､先ず､自然の撤密な観察者であり､それを

誰よりも早 く伝えるとい う点では､預言者でなければならない｡エマスン

の娘 Ellen と友人 Cabotによって編集 されたェ ッセイ "Poetryand

Imagination"の基になった 1854年の講演､"PoetryandEnglishPoetry''

の中でも､エマスンは詩の最良の定義として神託の定義､"theChaldaean

Oracles"､つまり､ゾロアスターの言葉として紹介された以下のものをあ

げた｡

"Poetsarestandingtransporters,whoseemploymentconsistsin

speaking to the Fatherand toMatter;in producing apparent
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Sparks of the supersolar blaze.

Merlin's blows are strokes of fate,

Chiming with the forest tone

When boughs buffet boughs in the wood; (II. 9-18) 13
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"Poets are standing transporters, whose employment consists in

speaking to the Father and to Matter; in producing apparent
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imitationsofunapparentNatures,andinscribingthingsunapparent

intheapparentfabricationoftheworld.''(LL,298)15

"theFather''は｢精神｣と言い換えることができるだろうOここには NatuL･e

の二項対立､魂 と自然があり､エマスンは精神の優位を繰 り返 し主張 し､

自身を観念論者と考えているが､この対立が一元論なのか二元論なのかは､

彼自身にとっても容易に結論の出ない問題である｡そのため何が精神で何■

が物質なのかを問いかけ､前者を体現する自然を検証し､隠れた精神を目

に見える自然で表現すること､世界創造の秘密を明かすのが詩人の務めだ

と言 う｡それは博物学者の自然観察と同じ性質を持つが､詩はエマスンに

とって第一義的に世界創造の秘密を語る神託なのだ｡

神託ならばますますわからなくて当然だが､詩はわからないと人々が考

えることを先制して､エマスンは詩が嫌いだと言 う人も､実は好きで､詩

人の言葉を我知 らず使っているのだということをしばしば指摘 している｡

この講演の中でも､エマスンはニュー トンの物理法則から話を始めて､詩

の普遍性は物質でできている人間が宇宙の物理法則を気づかずに受 け入

れているのと同じようなものだと説明する｡

Allthis,becausePoetryisscience,isthebreathoftheSameSpiritby

whichnaturelives,andthePoetisabetterlogicianthantheanalyzer.

..‥Forawisesurrendertothecurrentsofnature,anoblepassion

whichwillnotletuShalt,buthurriesuSintotheStreamOfthings,

makesustrulyknow.Passionislogical..‥(LL,304)

詩人は日常感覚の裏に潜む自然の論理､或いは､"themethodofnature"

(LL,305)を発見しそれに従 うことで､限られた社会常識の言葉ではなく､

-102-

imitations of unapparent Natures, and inscribing things unapparent

in the apparent fabrication of the world." (LL, 298)15
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All this, because Poetry is science, is the breath of the same Spirit by

which nature lives, and the Poet is a better logician than the analyzer.

.... For a wise surrender to the currents of nature, a noble passion

which will not let us halt, but hurries us into the stream of things,

makes us truly know. Passion is logical. ... (LL, 304)

~A 'i l3 1t~1t (J).~;: 11 tJ 13 fA (J) ft~ JM!, ~,,\ 'i, "the method of nature"

(LL, 305)~ ~ ~~ -t it {t Vi: 5 :. C: -e, ~~ t:> n t;: *±~ ~ I'( (J)~~ -e 'J: let. <,
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精神を語 りうる普遍性を持つ自然言語を獲得するとエマスンは考える0

それがエマスンの ｢博物学者になる｣､或いは､｢詩は科学である｣と言 う

意味だが､Natureの題辞のグロテスクな即物性が自然の過剰 さを強調

し､プロティノスの精神偏重より､自然重視の印象を与えたと同様 に､

上の引用でも､聖書的な表現が科学的な言葉 と混合 した結果､過剰な 自

然性 を生み出している｡詩は｢息｣の聖書的な意味である神に由来す る｢生

命｣を語るものだと言っているのだが､自然の流れに ｢ゆだねること｣､

｢ものの流れ｣- と人を促す ｢情熱｣ とい う表現が暗示するような人間の

受動性-の認識は､物理的な自然の一部 として呼吸する身体である人間

の姿をより強調する｡ そ して､｢博物学者｣エマスンが考える精神を表現

するための手段である自然 とい う調和 した比境を崩す契機を率んでいる｡

先 に引用 した"Merlin∫"の中の｢マー リンの吹 く風は運命の一撃 /

木々の大枝 と大枝が打ち合 うときの /森の音 と一致する｣とい う行 は､

今述べたような自然の流れに我が身をゆだね､風の音に同化 して 自然の

力､或いは､運命のカを知る詩人の想像力に言及 している｡実際の木の

音に強い印象を受けたエマスンは､それをマー リンが語るべき言葉だ と

想像する｡マー リンの詩は ｢運命の一撃｣であるとい う言い方には､後

にエ ッセイ "Fate''で敷術 される運命･自然 と人間の自由との相互の関係

性､詩人は運命に打たれると同時に､鮮やかな筆捌きで言葉を書 き出す

ことでそれを押 し返す､そのような自然に対する受動性 とそれに対抗す

る意志の力の発現 とを表わしている｡人に印象を与えるものが人 を表現

するものでありうる調和の瞬間があるが､それは瞬間であって常にある

ものではないとい うことも "MerlinI"のもう一つの主題であるが､それ

も自然の法に従っている人間の運命の一つの表れ と言える｡

エマスンの詩は博物学者の詩であり､新 しい詩語を探 している｡マー

リンの詩の形式は､古代の詩のように単純で堂々としたものであるべ き
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で､英詩の洗練された定型には従わず､｢自分の韻律｣を求める｡

Greatistheart,

Greatbethemanners,ofthebard.

Heshallnothisbrainencumber

Withthecoilofrhythmandnumber;

But,leavingruleandpaleforethought,

Heshallayeclimb

Forhisrhyme.(ll.27･33)

詩をつ くるのは韻律ではなく､思考がつ くるリズム､"meter･making

argument''(186)であるというのが､エッセイ `̀ThePoet"の画期的な提

言であった｡ここでもそれが繰 り返 されるとともに､この後､詩は天使

にせかされる詩人の姿を措いて､自然の流れは気まぐれな急流で､そこ

に身をゆだねて自分の思考のリズムを見つけるのは難 しいことが繰 り近

し暗示される｡ 科学の普遍性をめざしたエマスンの創造する自然の言請

は､講演者であったことも相侯って誰にもわかる言葉で語ろうとした鰭

果､時には Blake的な子供っぽいイメジの言語として表れる｡また一方

で●は､文語から口語的なリズム-舵をきり､口語自由詩-向か う道を開

いたとい う面もある｡

"MerlinH''は､エマスンの考える詩人を典型的に描き出した､詩につ

いての詩である｡ そこで明らかなように､エマスンにとって､辞 の本質

は自然の印象を普遍化すること､自然の理法を人々が使 う言語の ロジッ

クにすることにある｡

*
エマスンは題辞の うち 13編をMay･DayandOtherPL'eces(1867)に収
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Great is the art,

Great be the manners, of the bard.

He shall not his brain encumber

With the coil of rhythm and number;

But, leaving rule and pale forethought,

He shall aye cHmb

For his rhyme. (11.27-33)
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め､それ らを"Elements"とい うカテゴリーで括った.SelectedPoeLZ28

(1876)ではその うち 7編が選ばれ､他の詩 と並列する形で収められた｡

CentenaryEditionの編者であるエマスンの息子､Edwardは他の層辞

を加えたが､"ElementSandMottoes''とい う題にすることでその区別を

残 した｡"Elements"という言葉は､エッセイ作品の構成要素である題辞

の集ま りとい う意味で使われているのであろうが､言葉の起源やギ リシ

ア哲学に関心を持っていたエマスンは､それを第一の原則や基本物質 と

い うような世界の原理に言及する言葉として意識 し､彼 自身の詩､或い

は作品の根本的な要素を示す含意をこめていたのではないだろうか｡

13編の題辞を概観すると､幾つかの共通性がわかる｡"Experienee''

は "lordsoflife"の行列の流れに､r自然｣ に手を引かれた｢小さな人｣が

巻き込まれながら共に進んでいる様子を描 く｡これは非常にわか りにく

い詩だが､人間の意識に働 く力の擬人化 とい う点では､ "tyrantsofbiS

doom"の仕 業 を描 く"Manners"と共通性 が あ る｡"Manners''は本 来

"Behavior''の題辞であったものだが､｢気品｣､｢美｣､｢気まぐれ｣ が人間

の運命を支配する様を､恋に悩む人姿を例に描写する｡運命 とそれに対

峠する人間とい う主題は多く､"Heroism''は英雄 とは逆境を生きる者だ

とい うことを警句的に述べる｡ "Worship''は運命に傷っいた人間が､反

対に､その運命によって力を得る例を列挙 し､運命-の考え方を逆転 さ

せている｡難を受ける人間の姿にも弱い存在 としての人間を含意するも

のはあるが､人間を弱い子供として提示する方法は､"Experience''の他､

2編の詩から成る"Compensation''のⅠⅠにも見られる｡そしてその非力を

恐れる子供は ｢自然｣ を支配する力が調和的に働 くことを諭 され慰めら

れるが､"Compensation"の Ⅰは､地球に働 く｢償い｣の原理を宇宙の視点

から見たものだ｡

人間の受難､不幸を償 う力が自然には働いているとい う思想は､殆 ど
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の詩に共通すると言える｡ "SpiritualLaws''は天上の力が人間の朽 ちて

いく時間を反動させる力として働 くことを告げる｡"Unity''はエッセイ

"TheOver･Soul''のモットーが改題されたもので､世界にはすべてを一つ

にしようとする力が働いていることを格言的に述べる｡人格者の精神が

自然に勝ることを神話的に語る"Character''は､天上の力が人間に宿る例

であるし､世界を美 しいものに変える友人-の賛歌である"Friendship''

も同じだ｡｢半神｣である人間が持つべき教養である音楽や自然や人間-

の感受性の獲得を予言的に語る"Culture"は､その力を感受するために必

要な教養を説いたものだし､"Art"はその力の発現である ｢ロマンスの輝

き｣ を日常に与える芸術の特権を歌 う｡"Beauty"は自然の中を移ろ う美

を生命の本質として追いかけたベルシア詩人を捲くが､それはまさに天

上的な力を追い求める物語だ｡"Politics''の同種のものが同種のものを生

むとい う｢賢いマー リンがほのめかし /偉大なナポレオンが証明 した｣

(199)格言も､国や教会が欲得を離れた畑や家庭であることを理想だ と言

う論理も､物質と精神 との対比の上に､精神の優位を掲げるものだ｡

つまり､エマスンの題辞は､物質と精神から成る世界において精神の

優位を擁護することを表明したものと言 うことができる｡それはまさに

エマスンが詩人の役割､宗教に代わる詩の役割として考えていたことだ｡

"Art''の最後の部分も､そのような詩(芸術)の役割を語っている｡ 16

'TistheprlVilegeofArt

Thustoplayitscheerfulpart,

Manonearthtoacclimate,

Andbendtheexiletohisfate,

And,mouldedofoneelement

Withthedaysandfirmament,
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'T is the privilege of Art

Thus to play its cheerful part,

Man on earth to acclimate,

And bend the exile to his fate,

And, moulded of one element

With the days and firmament,
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Teachhimontheseasstairstoclimb,

AndliveoneventermsWithTime;

Whilstupperlifetheslenderrill

0fhumansensedothoverfill. (ll.19･28)

元来､人は自然の中でも天上的なものと同じ要素でできているのだが､

流刑者のように地球に置かれている｡地上的なもの､つまり､運命や時

間に耐えて行けるのは､天上的な生命がかろうじて人間の感覚に届いて

いるからで､その生命を伝えるのが芸術なのだと言 う｡ この考えは芸節

の意義としてごく真っ当な普通に受け入れられているものであるが､エ

マスンの問題､斬新なところは詩の最後の 2行である｡

異端的な思想で大問題になった"TheDivinitySchoolAddress"(1838)

以前から宗教に関する一連の講演があり､その最初のもの､1837年の講

演 "Religion"でエマスンは最 も過激な発言を していると Lawrence

Buellは指摘 している｡ 宗教の本質は ｢『神の精神』が私たちの精神に流

入すること｣ にあり､その約束が ｢すべての個々人の内にある､人間の

魂の一体性｣なのだ｡それがあらゆる宗教の核心であり､｢法の中の法で

ある｡聖書､シヤース トラ､ゼン ド･アヴェスタ､オルフェクス教の詩､

コーラン､孔子｣､皆そ うだとエマスンは言った｡17ェマスンの題辞は､

アメリカの新 しい神話､宗教として､誰の内にもある天上的な生命-の

信頼を呼び起こそ うとするのだ｡

題辞ではそのような詩人の役割が芸術として語られたり､詩人や友人､

半神の姿に託されたり､自然に働く ｢力 ｣の感受として描かれたり､様々

な角度から表現されている｡同じことを様々に言い換えて何か読者に説

得力のある比峰を見つけようとしている｡ 詩人像にしても､セイ ド (サ

ーディ)､マー リン､オルフェウスなど様々な人物に仮託 して語ることに
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Teach him on these as stairs to climb,

And live on even terms with Time;

Whilst upper life the slender rill

Of human sense doth overfill. 01.19-28)
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は､前述の ｢独自の力は人を同化する力を伴 う｣ とい う考えに関わる0

人は自分の考えを他人から聞くと納得するように､自分の文章を想像上

の人物に語 らせることで､言葉の力を強めることができるとエマスンは

言 う｡ "Many men can write better under a mask than for

themselves.''(327)とい う考えは､｢行間を読む｣ とい う慣用句をエマス

ンがパラフレーズした､"witwaswhatyouheard,notinwhatthe

speakerssaid."(327)という考え方にもつながる｡これ らの現象は､エマ

スンにとって ｢人間の魂の一体性｣の存在を証明するものだ｡初期の慕

教に関する講演で猛反発を受けたエマスンは､遠回りな方法で､しか し､

自身の考えを強めていく方法で創作を続けた｡言いたいことは ｢精神の

無限性｣一つなのだが､その普遍性を自身に､そして他者に問いかけ舵

けていることを､題辞の様々な比喰は語っている｡

エマスンの題辞は､人々に共通する内なる力を呼び起こす共通言語で

ある ｢詩｣ というものがエマスンの個々のエ ッセイの､そして､すべて

の作品の第-の秦素 "element''であり､詩は詩人だけのものではな く､

すべての人間を構成する要素なのだとい うことを､繰 り返 し思い出させ

ようとする｡題辞は本文のアブス トラク トであることよりも､詩 とい う

ものが存在することを伝えることが重要なのだ｡
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